
　

市
文
化
団
体
協
議
会
（
藤
田
明
夫
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
第
10
回
つ
が
る
市
総
合
文
化
祭
」
が
11
月

2
、
3
日
の
2
日
間
、
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
「
松
の
館
」
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
公
演
部
門
で
は
、
市
内
の
文
化
団
体
が
手
踊
り
、
コ
ー
ラ
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
な

ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
。
作
品
展
示
部
門
で
は
、
生
け
花
、
手
工
芸
、
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
市
民
ら
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

つ
が
る
市
総
合
文
化
祭
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つがる逍遙会

車力京和会

レディースつがる

稲垣カラオケ教室 こよりで作られた縄文遮光器深鉢稲垣レクダンスサークル

オープニングの日舞を披露するつがる秀宝会



作
品
展
示
部
門

松
の
館
ロ
ビ
ー
・
視
聴
覚
室

木
造
体
育
セ
ン
タ
ー
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柏健康レクダンス 大正琴名和会

大正琴琴友会 童謡「蕾の会」

コーラス「華」 山百合会

木造カラオケ教室 つがる宝生会 藤　瑩　会

歌謡教室こころうた



　

映
像
は
今
や
ど
こ
か
ら
で
も
発
信
で
き

る
時
代
。
津
軽
か
ら
で
も
発
信
で
き
ま
す

が
、
都
会
に
出
て
み
る
こ
と
で
価
値
観
が

変
わ
り
ま
す
。
増
加
し
て
い
る
自
己
発
信

の
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
で
も
世
間
が
広
く
な

り
ま
す
。
帰
り
た
い
と
思
え
る
ふ
る
さ
と

が
あ
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
い
ろ
い
ろ
な
所
に
目
を
向
け
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　

七
戸
町
民
1
0
0
人
会
議
で
地
元
の
活

性
化
を
話
し
合
い
、
ド
ラ
キ
ュ
ラ
を
活
用

し
た
ま
ち
お
こ
し
を
始
め
ま
し
た
。
自
分

た
ち
で
も
楽
し
み
な
が
ら
、
Ｐ
Ｒ
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

若
い
人
た
ち
は
自
分
の
地
域
の
自
慢
で

き
る
所
を
一
つ
で
も
見
つ
け
て
ほ
し
い
。

そ
れ
を
地
元
以
外
の
場
所
で
知
り
合
い
に

伝
え
る
こ
と
が
最
高
の
情
報
発
信
に
な
り

ま
す
。

　

つ
が
る
市
は
、
農
業
の
ま
ち
な
の
で
、

合
併
以
来
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り

組
み
、
農
家
の
所
得
向
上
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
18
年
に
は
、
主
要
農
産
物

8
品
目
を
組
み
合
わ
せ
た
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
「
つ
が
ー
る
ち
ゃ
ん
」
が
誕
生
。

市
長
と
と
も
に
全
国
各
地
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
参
加
し
、
農
産
物
を
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞
受

賞
、
つ
が
る
市
を
ロ
ケ
地
と
し
た
シ
ョ
ー

ト
ム
ー
ビ
ー
「
け
の
汁
」
や
日
中
友
好
映

画
「
明
日
に
架
け
る
愛
」
と
、
映
像
に
よ

る
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
地
域

ぐ
る
み
で
作
っ
た
映
像
が
い
ろ
い
ろ
な
所

で
波
及
す
る
の
は
う
れ
し
い
し
、
波
及
の

連
鎖
が
期
待
で
き
る
の
が
映
像
の
特
色
だ

と
思
い
ま
す
。

　

地
元
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
も
、
都

会
の
人
に
と
っ
て
は
新
鮮
で
魅
力
的
に
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
学
時
代
に
青

森
を
離
れ
て
初
め
て
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
る

地
元
に
気
付
き
ま
し
た
。
魅
力
的
な
ま
ち

は
そ
こ
に
住
む
人
が
元
気
。
住
民
一
人
一

人
が
仕
掛
け
人
と
な
っ
て
、
魅
力
を
発
信

す
れ
ば
、
積
も
り
積
も
っ
て
大
き
な
力
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

田
中　

清
一
氏

（
ド
ラ
キ
ュ
ラ 

ｄ
ｅ 

ま
ち

お
こ
し
実
行
委
員
会
代
表
）

七
戸
町
出
身

千
村　

利
光
氏

（
映
画
監
督
）

神
奈
川
県
出
身

山
口　

修
一
氏

（
つ
が
る
市
総
務
部
長
）

つ
が
る
市
出
身

川
嶋　

大
史
氏

（
つ
が
る
市
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
会
長
）

つ
が
る
市
出
身

上
野
由
加
里
氏

（
青
森
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

八
戸
市
出
身

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
地
域
の
魅
力
を
ま
る
ご
と
情
報
発
信
で
地
域
を
元
気
に
！
」

　

東
京
に
出
て
み
て
気
付
い
た
こ
と

は
「
ふ
る
さ
と
に
は
物
は
な
い
が
、

人
情
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
。
ふ
る

さ
と
を
誇
り
に
思
い
、
い
つ
も
心
の

中
に
ふ
る
さ
と
が
あ
り
ま
す
。
恥
ず

か
し
く
て
、
話
す
の
が
怖
か
っ
た
津

軽
訛
り
の
言
葉
も
今
で
は
自
分
の
持

ち
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
15
歳
で
歌
手
を
目
指
し
て
上

京
し
、
本
物
の
人
、
物
、
音
楽
と
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
電
話
連

絡
も
満
足
に
出
来
な
か
っ
た
昔
に
比

べ
、
今
は
飛
行
機
や
新
幹
線
な
ど
交

通
機
関
も
発
達
し
、
携
帯
電
話
も
あ

り
ま
す
。
若
い
人
は
、
広
い
視
野
で

物
事
を
と
ら
え
る
た
め
に
も
、
一
度

都
会
へ
出
て
み
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
人
生
は
自
分
で
決
め
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
挫
折
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
分
、
人

は
強
く
な
れ
ま
す
。

　

住
ん
で
い
る
身
の
回
り
に
魅
力
は

あ
る
は
ず
で
す
。
都
会
な
ど
か
ら
若

い
人
が
た
く
さ
ん
つ
が
る
市
に
来
て
、

「
第
二
の
ふ
る
さ
と
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
環
境
や
ま
ち
づ
く
り
、
人

づ
く
り
を
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
な

が
ら
進
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
魅
力
ま
る
ご
と
情
報
発
信
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
11
月
16
日
、

柏
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、市
民
ら
約
6
0
0
人
が「
地

域
か
ら
の
情
報
発
信
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
が
来
年
2
月
に
迎
え
る
合
併
10
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
と
共
催
。
特
別
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ふ
る
さ
と
の

魅
力
発
信
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
信
考
え
る

地
域
の
魅
力
ま
る
ご
と
情
報
発
信
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

特
別
講
演　

吉　
　

幾　

三
氏

「
東
京
か
ら
見
た
津
軽
、
住
ん
で
見
て
い
た
津
軽
」
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農産物をＰＲしたつがーるちゃん農産物をＰＲしたつがーるちゃん

情報発信について議論されたパネルディスカッション情報発信について議論されたパネルディスカッション

※このシンポジウムは全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施しています。



　五所川原北ＩＣ（五所川原市太刀打）とつがる柏Ｉ
Ｃ（つがる市柏稲盛）を結ぶ津軽自動車道「五所川原
西バイパス」が11月 3 日開通し、五所川原市で記念式
典が開催されました。
　三村申吾県知事らのあいさつに続いて、福島市長は
「地域の活性化や生活の利便性向上に計り知れない効
果が期待できる」と開通の喜びを述べ、国、県、地元
の関係者とのテープカットで完成を祝いました。地元
の児童を代表して、テープカットに参加した工藤妃香
さん（柏小 5年）は「新しい道路を通ってお買い物に
行きたい」と話していました。式典後、「通り初め」
が実施され、パトカーを先導にバスやトラックなどに
乗った参加者が、次々と3．8㌔の道のりをパレードし
ました。

　10月25日、柏小学校（猪股義仁校長）で創立30周年
記念式典が行われ、全校児童と関係者らが節目を祝い、
決意を新たにしました。
　昭和59年に旧柏村内の柏第一、第二、第三の 3小学
校を統合して誕生した同校は、今年 3月までに1763人
の児童が卒業しており、現在の児童数は290人。式典
で猪股校長は「柏小学校の児童や教職員としての自覚
と誇りを持ち、新たな伝統を築くため力の限りを尽く
しましょう」と式辞を述べました。また、佐々木浩巳
ＰＴＡ会長や葛西 輔教育長のあいさつに続き、歴代
校長や歴代ＰＴＡ会長ら18人に表彰状を贈り、同校発
展への功績をたたえ、最後に児童全員で校歌を斉唱し
ました。

　車力中学校（佐々木孝次校長）で10月18日、統合50周
年記念式典が行われ、在校生114人と保護者らが節目
を祝い、未来へ向け伝統を守ることを誓いました。
　同校は、昭和39年に車力中、富萢中、牛潟中の 3中学
校が統合して発足。50年間で5782人が卒業しています。
　式典では、生徒を代表して 3年生の工藤閑生徒会長
が「先輩たちが築いた歴史と伝統を受け継ぎ、さらに
発展させたい」と記念スローガンに掲げた「継往開来」
の誓いを述べました。
　また、同校では、教職員や生徒が一体となってさま
ざまな記念行事を実施。この日は車力地区の風景や住
民を収めた生徒製作の記念映像や全校生徒による手話
を使った合唱が披露されました。
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五所川原西バイパス開通 津軽自動車道

自覚と誇り持ち新たな一歩 柏小創立30周年記念式典

伝統受け継ぎ発展誓う 車力中統合50周年記念式典

「通り初め」が行われた五所川原西バイパス

元気に校歌を斉唱する児童たち

全校生徒が手話を使った合唱を披露


